
 

神
の
愛
の
道
を
通
ら
れ
、
主
は
天
よ
り
地
に

来
ら
れ
た
。
そ
し
て
主
・
イ
イ
ス
ス
は
私
た
ち

を
救
い
に
招
く
戒
め
を
教
え
、
十
字
架
を
負

い
、
復
活
さ
れ
て
四
十
日
目
に
昇
天
さ
れ
、
主

は
再
び
、
愛
の
道
を
通
ら
れ
て
地
か
ら
天
に
帰

ら
れ
た
。
天
に
昇
ら
れ
る
主
の
姿
を
見
送
る

人
々
に
聖

（
せ
い
し
ん
）
を
送
る
こ
と
を
約

束
さ
れ
、
果
た
し
て
復
活
の
五
十
日
目
に
聖

は
降
さ
れ
た
。 

 

か
つ
て
旧
約
の
民
は
「
過
ぎ
越
の
祭
り
」
か

ら
五
十
日
目
に
モ
イ
セ
イ
に
よ
っ
て
十
戒
を
与

え
ら
れ
た
よ
う
に
、
い
ま
新
約
の
教
会
の
民
は

復
活
祭
、
昇
天
祭
を
終
え
霊
的
な
炎
を
う
け
て 

 

聖

降
臨
祭
を
喜
ぶ
。
神
・
聖

は
熱
を

も
っ
て
ひ
と
り
一
人
の
信
仰
を
暖
め
、
光
を

も
っ
て
正
し
く
導
き
、
漁
夫
に
知
識
を
与
え
て

福
音
は
伝
わ
り
、
今
世
界
は
神
の
光
に
照
ら
さ

れ
る
。
私
た
ち
は
至
聖
三
者
（
し
せ
い
さ
ん

し
ゃ
）
の
前
に
跪
き
、
心
と
舌
を
一
つ
に
あ
わ

せ
て
称
え
、
願
い
、
次
の
よ
う
に
祈
る
。 

 

『
天
の
王
、
慰
む
る
者
や
、
真
実
の

、
在

ら
ざ
る
所
な
き
者
、
満
た
ざ
る
所
な
き
者
や
、

萬
善
の
宝
蔵
な
る
者
、
生
命
を
賜
う
主
や
、
来

た
り
て
我
等
の
中
に
居
り
、
我
等
を
諸
々
の
穢

れ
よ
り
潔
く
せ
よ
、
至
善
者
や
我
等
の
霊
を
救

い
給
え
』 
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ハリストス復活！ 

       実に復活！ 

 

4
月
15
日
㈯
夜
11
時
半
、
仙
台
正
教
会
で
は
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下

が
入
堂
さ
れ
、
復
活
祭
夜
半
課
が
始
ま
っ
た
。
参
祷
者
は
蝋
燭
を
手
に
し

な
が
ら
十
字
行
を
待
ち
、
い
よ
い
よ
眠
り
の
聖
像
が
宝
座
に
移
さ
れ
る
と

隊
列
を
組
ん
で
穏
や
か
な
春
の
風
が
そ
よ
ぐ
中
、
聖
堂
を
一
周
し
た
。
聖

堂
入
口
に
整
列
し
、
高
ら
か
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ
た
鐘
が
止
み
、
セ
ラ
フ
ィ

ム
大
主
教
座
下
の
高
声
で
早
課
が
始
ま
っ
た
。
ハ
リ
ス
ト
ス
復
活
！
実
に

復
活
！
」
と
応
答
し
、
聖
堂
に
入
る
と
煌
々
と
蝋
燭
が
灯
さ
れ
、
聖
歌
隊

の
軽
快
で
喜
び
溢
れ
る
聖
歌
が
響
き
渡
っ
た
。 

 

多
く
の
外
国
人
信
徒
も
参
祷
し
、
真
夜
中
の
領
聖
に
は
子
供
達
も
眠
い

目
を
こ
す
り
な
が
ら
並
ん
だ
。
十
字
架
接
吻
で
は
一
人
ひ
と
り
に
セ
ラ

フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
か
ら
ハ
リ
ス
ト
ス
復
活
！
と
の
声
を
掛
け
ら
れ
、
紅

卵
を
頂
い
た
。
会
館
で
の
祝
賀
会
は
夜
明
け
頃
ま
で
続
い
た
。 

Christ is risen!  

  Indeed, He is risen!  
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教
区
内
の
各
司
祭
在
住
教
会
に
お
い
て
も
4
月
16
日
に

一
斉
に
復
活
大
祭
の
奉
事
が
執
り
行
わ
れ
た
。 

 

釧
路
で
は
こ
の
日
聖
体
礼
儀
前
に
ハ
リ
ト
ン
北
野
兄
の

洗
礼
機
密
が
行
わ
れ
新
た
な
光
照
者
が
誕
生
し
、
喜
び
も

ひ
と
し
お
の
復
活
大
祭
と
な
っ
た
。
参
祷
者
は
34
名
。
肌

寒
い
が
温
か
な
春
の
到
来
を
予
感
さ
せ
る
一
日
だ
っ
た
。 

 

札
幌
は
百
名
を
超
え
る
参
祷
者
が
集
ま
っ
た
。
聖
堂
に

並
ぶ
卵
や
ク
リ
ー
チ
の
籠
も
55
台
を
数
え
、
晴
れ
や
か
で

賑
や
か
な
復
活
大
祭
と
な
っ
た
。
祝
賀
会
も
趣
向
を
凝
ら

し
た
内
容
で
信
者
一
同
上
機
嫌
の
う
ち
に
散
会
し
た
。 

 

函
館
も
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
約
70
名
が
復
活
祭
を
共
に

慶
び
祝
っ
た
。
祝
賀
会
で
は
、
食
卓
を
色
鮮
や
か
に
飾
る

卵
、
ク
リ
ー
チ
、
パ
ス
ハ
を
始
め
、
ボ
ル
シ
チ
や
久
し
ぶ

り
の
肉
料
理
な
ど
を
味
わ
い
な
が
ら
懇
親
を
深
め
た
。 

 

盛
岡
も
天
候
に
恵
ま
れ
参
祷
者
は
40
名
を
超
え
た
。
祝

賀
会
へ
の
出
席
も
30
人
を
超
え
て
満
席
状
態
と
な
っ
た
。

婦
人
会
が
準
備
し
た
ご
馳
走
で
歓
談
に
花
が
咲
き
、
水
口

神
父
様
の
「
復
活
祭
ク
イ
ズ
」
で
盛
り
上
が
っ
た
。 

 

一
関
は
伝
統
的
な
真
夜
中
の
復
活
大
祭
を
行
っ
て
い

る
。
日
形
か
ら
も
3
名
参
祷
し
、
祈
祷
後
は
司
祭
館
で
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。
午
後
か
ら
は
墓
地
に
向
か
い
、
復

活
後
の
リ
テ
ィ
ヤ
を
献
じ
た
。 

 

石
巻
は
16
日
朝
の
復
活
大
祭
。
こ
ち
ら
も
穏
や
か
な
日

和
で
家
族
的
な
雰
囲
気
の
中
、
和
気
あ
い
あ
い
と
主
の
復

活
を
お
祝
い
し
た
。
今
年
の
祝
賀
会
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。

何
よ
り
の
ご
馳
走
を
頂
き
な
が
ら
懇
談
し
た
。 
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1
月
15
日
㈰
に
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
の
聖
名
祭
で

あ
る
サ
ロ
フ
の
聖
セ
ラ
フ
ィ
ム
祭
と
主
日
聖
体
礼
儀
が
行

わ
れ
た
。
祈
祷
の
最
後
に
大
主
教
座
下
へ
仙
台
正
教
会
か

ら
花
束
と
、
婦
人
会
・
方
舟
会
・
聖
歌
隊
と
東
日
本
主

教
々
区
の
神
品
一
同
か
ら
お
祝
い
が
贈
ら
れ
た
。
大
主
教

座
下
か
ら
は
感
謝
の
お
言
葉
が
あ
り
、
最
後
に
幾
年
も
を

参
祷
者
一
同
で
唱
和
し
た
。 

 

祈
祷
後
は
教
会
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
場
所
を
移
し
、

教
会
新
年
会
と
併
せ
て
大
主
教
座
下
の
聖
名
祭
を
お
祝
い

し
た
。
ア
キ
ラ
笹
川
執
事
長
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
祝
賀
会

は
多
彩
な
余
興
が
披
露
さ
れ
て
和
や
か
な
う
ち
に
進
み
、

大
主
教
座
下
の
益
々
の
ご
健
勝
を
願
っ
た
。 

▲ワシリイ加藤神父から大主教座下

 

 

                                                               

▼
 

▼
 

ワシリイ加藤神父か

ら大主教座下にお祝

いが手渡された 

祝賀会場にて                                                               

▼各代表と共に 

     記念撮影 

 3月11日㈯、大斎スボタの死者の聖体礼儀で

仙台正教会の全永眠者と東日本大震災の被災

永眠者を記憶するパニヒダが、また翌12日㈰

の主日聖体礼儀終了後には再度被災永眠者の

パニヒダが行われた。仙台では現在も毎主日

に震災で亡くなった方々が記憶されている。 
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2
月
19
日
㈰
、
静
岡
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
「
生
神
女
庇
護
聖
堂
」
に

セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
が
赴
か
れ
、
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
を
は
じ

め
と
す
る
東
京
大
主
教
教
区
の
神
品
と
共
に
成
聖
式
が
挙
行
さ
れ
た
。 

 

一
九
五
九
年
に
建
て
ら
れ
た
初
代
聖
堂
（
ち
な
み
に
盛
岡
正
教
会
の

現
聖
堂
は
一
九
六
〇
年
に
旧
静
岡
正
教
会
を
参
考
に
し
て
建
て
ら
れ
た

外
観
が
瓜
二
つ
の
聖
堂
で
す
）
は
老
朽
化
と
耐
震
強
度
が
下
回
る
た
め

に
建
て
替
え
が
決
め
ら
れ
、
外
観
に
旧
聖
堂
の
面
影
を
残
し
、
既
存
の

信
徒
会
館
と
調
和
の
と
れ
た
聖
堂
が
設
計
さ
れ
て
こ
の
度
建
築
工
事
が

完
了
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

成
聖
式
に
は
約
一
五
〇
名
の
信
徒
が
集
っ
て
盛
大
に
お
祝
い
さ
れ
、

聖
体
礼
儀
で
は
管
轄
の
デ
ィ
ミ
ト
リ
イ
田
中
神
父
が
金
十
字
架
佩
用
の

祝
福
を
賜
り
、
ま
た
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
は
お
祝
い
の
言
葉
を
述

べ
、
記
念
に
生
神
女
庇
護
聖
像
を
静
岡
正
教
会
に
贈
ら
れ
た
。 

▲新聖堂の内部（上）と外観（右） 

▲徹夜祷後、不朽体をイコノスタスの前に安置 

▲宝座を成聖するダニイル府主教座下とセラフィム大主教座下 

▲祝辞を述べられるセラフィム大主教座下 ▲信徒会館で行われた祝賀会 



 

日
本
正
教
会
で
は
、
「
霊
（
れ
い
）
」
で

は
な
く
「

（
し
ん
）
」
と
い
う
独
特
の
用

語
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
聖
書
の
伝
統
に

は
、
人
を
「
肉
体
」
と
「
霊
」
と
「

」
に

分
け
て
見
る
見
方
が
あ
り
ま
す
。
英
語
で
言

え

ば
、B

o
d

y 

とSo
u

l

とSp
irit

で

す
。
ギ

リ

シ
ャ
語
で
は
ソ
ー
マ
、
プ
シ
ケ
ー
、
プ
ネ
ウ

マ
で
す
。
難
し
い
の
は
、
「
霊
」
と
「

」

の
区
別
で
す
。
明
確
な
線
引
き
や
定
義
づ
け

が
困
難
で
は
あ
り
ま
す
が
、
説
明
の
一
つ
と

し
て
、
動
物
に
は
「
肉
体
」
と
「
霊
」
し
か

な
い
が
人
間
に
は
「

」
が
あ
る
、
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
す
な
わ
ち
、
「

」
は
人
間
と
動
物
を
区
別
す
る
要
素
と
言
え
ま
す
。 

 

動
物
に
「
心
」
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
？ 
も
ち
ろ
ん
、
犬
は
し
っ

ぽ
を
ふ
っ
て
喜
び
、
ネ
コ
は
毛
を
立
て
て
怒
り
を
表
し
、
馬
は
涙
を

流
し
て
悲
し
み
、
猿
は
仲
間
と
戯
れ
て
楽
し
む
で
し
ょ
う
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
「
感
情
」
と
い
う
名
の
「
心
」
は
、
動
物
た
ち
に
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
「
霊
」
の
一
つ
の
要
素
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
感
情
は
「
霊
」
を
も
つ
「
人
」
に
も
「
動
物
」
に
も
あ
る
わ
け

で
す
。 

 

し
か
し
、
実
は
、
聖
書
の
用
語
に
お
い
て
は
、

「
霊
（
ヘ
ブ
ラ
イ
語
「
ネ
フ
シ
ュ
」
ギ
リ
シ
ャ
語

「
プ
シ
ケ
ー
」
）
」
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
肉

体
」
の
方
の
範
囲
に
よ
り
近
い
も
の
で
す
。
聖
書
の

中
で
の
「
霊
」
は
、
「
生
命
」
と
も
訳
せ
ま
す
。 

 

一
方
、
「

（
ヘ
ブ
ラ
イ
語
「
ル
ー
ア
ッ
ハ
」

ギ
リ
シ
ャ
語
「
プ
ネ
ウ
マ
」
）
」
は
、
ま
さ
に
「
見

え
な
い
部
分
」
で
あ
り
、
動
物
に
は
な
く
人
間
に
し

か
な
い
も
の
で
す
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
「
自
由
意

志
」
の
所
在
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
そ

う
な
ら
、
人
が
罪
を
犯
す
の
は
、
「

」
が
あ
る
故
と
言
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
「

」
を
持
た
な
い
動
物
に
は
「
罪
」
は
あ
り
ま
せ

ん
。
泥
棒
ネ
コ
は
、
窃
盗
罪
を
犯
し
た
ネ
コ
で
は
な
く
、
「
泥
棒
を

し
た
」
と
、
人
間
の
徳
の
観
念
か
ら
「
人
間
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ

た
」
ネ
コ
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
「
道
徳
」

と
い
う
の
も
「

」
の
な
せ
る
業
で
す
。
他
に
も
「
愛
」
「
信
仰
」

「
希
望
」
「
祈
り
」
と
い
っ
た
、
動
物
に
は
な
い
要
素
も
「

」
の

部
分
で
す
。 

 

一
般
で
は
、
こ
う
し
た
「
霊
」
と
「

」
の
区
別
を
あ
い
ま
い
に

し
て
い
て
、
す
べ
て
「
霊
」
で
片
付
け
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
正

教
会
の
「

」
の
見
方
が
分
か
り
に
く
く
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
も
そ
も
「
プ
ネ
ウ
マ
」
に
相
当
す
る
日
本
語
が
な
い
と
こ
ろ
に
苦

労
が
あ
り
ま
す
。
日
本
正
教
会
は
、
苦
肉
の
策
と
し
て
、
「
プ
シ

ケ
ー
」
に
は
「
霊
」
と
い
う
漢
字
を
当
て
て
「
た
ま
し
い
」
と
読
ま

せ
、
「
プ
ネ
ウ
マ
」
に
は
、
「
神
」
と
い
う
漢
字
に
「
〇
」
を
付
け

て
「
し
ん
」
と
読
ま
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
「

」
と
い
う
漢
字

は
、
一
般
で
は
通
用
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
右
肩

の
○
は
つ
け
ず
に
単
に
「
神
」
と
い
う
漢
字
に
「
し
ん
」
と
ル
ビ
を

振
っ
て
表
記
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
文
脈
や
熟
語
か
ら
振
り
仮

名
を
つ
け
な
く
と
も
、
「
し
ん
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

た
だ
し
、
「
神
」
と
い
う
漢
字
を
「
プ
ネ
ウ
マ
」
と
い
う

意
味
で
使
用
す
る
こ
と
は
、
正
教
会
と
い
う
限
定
さ
れ
た
世

界
の
み
で
の
用
法
で
は
な
く
、
実
は
、
す
で
に
一
般
に
浸
透

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。
例
え
ば
、
「
精
神

的
」
の
「
神
」
は
「
神
（
か

み
）
」
で

は

な

く
「
神
（
し

ん
）
」
と
い
う
意
味
で
す
し
、
「
神
父
（
し
ん
ぷ
）
」
も
決

し
て
「
神
（
か
み
）
の
よ
う
な
父
」
と
い
う
意
味
で
は
な

く
、
「

の
（
ス
ピ
リ
チ
ャ
ル
な
）
父
」
と
い
う
意
味
で

す
。
こ
の
人
間
の
「

」
と
い
う
言
葉
を
借
り
て
神
様
の

を
表
す
と
き
に
「
聖

」
と
い
い
、
至
聖
三
者
の
神
の

第
三
位
を
指
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る
の
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

▲天地創造の時に水の上を覆育する  

について 司祭 ダヴィド 水口優明 

6 



 復活祭に向けて各地では洗礼機密が相次
いだ。洗礼はハリストスと共に歩む信徒と
なる第一歩であり、教会にとっては新しい
兄弟姉妹が増える大いなる喜びである。洗
礼を伝える各地の写真を見ると、光照者は
どこか晴れやかであり、代父母や参祷者は
新たな仲間の門出を祝って皆笑顔である。 
 洗礼は私たちの教会の存続に欠くことが
出来ないのはもちろん、これを導く福音宣
教は我々信徒の共通の使命である。一人で
も多くの方々を招いてハリストスの恵みに
与らせ、自らもそれを通して一層豊かな信
仰を育むことが求められている。皆で励ま
し合い働きかけ合いながら多くの光照者を
得て次代につなげたい。 

7 



8 

 盛岡正教会で定期的に開催している「婦人会交流会」を拡大して、一般の

人々にも大々的に宣伝して正教会を知ってもらう機会にしようという企画を

たて、4月29日㈯に特別講話を行った。 

 インターネット、チラシ、ポスター、新聞などをとおして、告知したとこ

ろ、60人近くの参加者がありました（そのうち

信徒以外は45人）。後日、盛岡タイムスという

新聞にニュースとして大きく掲載された。 

 水口神父は、イコンとは何か、その色や形に

はどんな意味があるのかなどを解説した後、実

際に山下りんのイコンを見ながら、それらが如

何に「イコン」であるかを読み解きました。  

 

2
月
8
日
㈬
、
9
日
㈭
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

本
会
信
徒
会
館
に
お
い
て
「
全
国
神
品
会
議
」
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
も
神
品
の
研
修
と
し
て

宣
教
・
牧
会
を
主
テ
ー
マ
と
し
て
回
を
重
ね
て
き

た
。
今
回
は
「
聖
職
者
の
あ
り
方
」
を
主
題
に
し

て
、
詳
細
な
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
熱
心
な
討

論
と
懇
談
が
行
わ
れ
た
。 

 

管
轄
司
祭
と
し
て
日
頃
の
心
構
え
や
具
体
的
な

実
践
・
対
応
例
の
交
流
は
、
改
め
て
各
教
会
に
お

け
る
新
し
い
取
り
組
み
を
喚
起
す
る
上
で
貴
重
な

機
会
で
あ
っ
た
。
閉
会
に
あ
た
り
セ
ラ
フ
ィ
ム
大

主
教
座
下
は
信
仰
の
始
ま
り
は
福
音
を
聞
く
事
で

あ
り
、
そ
の
役
目
を
担
う
我
々
の
責
務
は
大
き

く
、
ま
た
尊
い
も
の
で
あ
る
と
励
ま
さ
れ
た
。 

特別講話 「イコンのお話～山下りんのイコンを読み解く 」 
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北海道ブロック誦経奉仕者研修会 

東北ブロック宣教会議の開催 

 1月27-29日の日程で札幌正教会を会場にして

標記研修会が開催された。篠永神父による「教

会と奉神礼と機密」、内田神父より誦経の実技

指導が、また3日目は信徒学びの会として聖体

礼儀終了後にニコライ神父から「日本正教会の

黎明・北海道の正教伝道」の講話を頂いた。 

 最後の懇談会では、今後の研修会の在り方を

含めて活発な意見交換が行われた。 ▲篠永神父による講話に学ぶ 

▲内田神父の実技指導 

 2月2日㈭には第2回の宣教会議が一関で、また

5月11日㈭には宣教委員と各教会執事長を集め

て拡大宣教会議が開催された。 

 2月の会議では次年度に向けた計画の原案を討

議、加えて教区全体に関わる教区報やリーフ

レット作成に関する意見交換も行われた。 

 5月の拡大会議では各教会の近況報告が行わ

れ、また次年度の計画が提示されて、各教会が

協力して臨むことを確認した。 
▲一関正教会聖堂で行われた宣教会議 

▲町の復興の様子を伝える山田の白土執事長 



1
0
 

1
1
 

■
釧
路
正
教
会
 
1
/
19
 

ハ
リ
サ
ン
プ
藤
田
敏
彰
、
フ
ェ
オ
ド
ラ
澄
子
ご
夫

妻
が
金
属
製
の
立
派
な
凱
旋
旗
を
献
納
。
感
謝
！

 

■
盛
正
教
会
 
4
/2
3
 

今
年
も
堂
役
揃
い
踏
み
。
頼
も
し
い
助
っ
人
と
共

に
真
夜
中
の
復
活
祭
は
無
事
行
わ
れ
た
。

 

■
遠
野
正
教
会

 
1/
22 

京
都
正
教
会
の
パ
ウ
ェ
ル
及
川
神
父
様
の
お
計
ら
い
に
よ

り
、

12
大
祭
と
復
活
祭
の
イ
コ
ン
が
ア
メ
リ
カ
在
住
の
中
井

さ
き
姉
か
ら
贈
ら
れ
た
。
感
謝
！

 

 
ま
た

2/5
に
は
水
道
の
引
か
れ
て
い
な
い
会
堂
の
た
め
に
井

戸
を
掘
る
予
定
だ
っ
た
場
所
が
崩
れ
て
塞
が
れ
た
ま
ま
だ
っ

た
が
、
改
め
て
「
井
戸
を
掘
り
始
め
る
時
の
祝
文
」
が
祈
ら

れ
、
工
事
を
再
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 

■
石
巻
正
教
会
 
5/1 

念
願
の
教
会
共
同
墓
地
が
完
成
。
教
会
か
ら
も
近

い
日
和
山
霊
園
に
建
立
さ
れ
た
。
5
/1
に
成
聖
。
 

■
石
巻
正
教
会

 
 

復
活
祭
後
の
廻
家
祈
祷
が
始
ま
り
、
前
管
轄
司
祭

の
ワ
シ
リ
イ
田
口
神
父
様
を
ご
訪
問
。
マ
ー
ト
シ

カ
と
共
に
ご
在
宅
。
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
す
。

 

■
仙
台
正
教
会
 
4/9

 

モ
ス
ク
ワ
国
立
音
楽
院
日
本
音
楽
研
究
員
の
ナ
タ
リ
ヤ
・
ク
ロ

ブ
コ
ワ
姉
は
仙
台
を
訪
れ
、
ロ
シ
ア
正
教
会
聖
歌
の
歴
史
の
講

義
を
行
っ
た
。
2
週
間
の
滞
在
中
近
隣
の
沢
山
の
教
会
も
訪
問
さ

れ
て
交
流
を
深
め
た
。

 

■
白
河
正
教
会

 
4/23 

境
内
地
の
舗
装
と
司
祭
館
の
修
繕
が
行
わ
れ
、
美

し
く
整
備
さ
れ
た
。
懸
案
だ
っ
た
改
修
が
終
了

し
、
復
活
祭
前
に
成
聖
さ
れ
た
。

 



人
物
消
息 

―
敬
称
略
― 

 

（
２
０
１
６
年
12
月
～
２
０
１
７
年
4
月
） 

◆
永
眠
［
教
会
名
・
聖
名
・
氏
名
・
永
眠
日
］ 

斜
里 

マ
リ
ヤ 

 
 

佐
藤
京
子 

4
月
30
日 

函
館 

ル
キ
ヤ 

 
 

西
橋
曜
子 

11
月
4
日 

 
 
 

ア
キ
ラ 

 
 

宮
崎 

昭 

2
月
13
日 

盛
岡 

ロ
マ
ン 
 
 

高
橋 

兌 

1
月
25
日 

 
 
 

エ
レ
ナ 

 
 

森
谷
孝
子 

2
月
18
日 

岩
谷
堂
イ
ア
コ
フ 

 

中
村
二
郎 

1
月
10
日 

盛 
 

ペ
ー
ト
ル 

 

伊
勢
捷
三 

2
月
15
日 

金
成 

ソ
フ
ィ
ヤ 

 

佐
藤
チ
エ 

4
月
27
日 

石
巻 

メ
ラ
ニ
ヤ 

 

中
舘
匡
子 

12
月
23
日 

高
清
水
ニ
コ
ラ
イ 

 

木
村
文
雄 

3
月
15
日 

上
下
堤
フ
ェ
オ
ド
ル 

浅
野
友
勝 

4
月
4
日 

佐
沼 

ダ
リ
ヤ 

 
 

佐
々
木
伸
子
4
月
14
日 

仙
台 
ペ
ー
ト
ル 

 

山
本 

昇 

1
月
6
日 

 
 
 

ナ
タ
リ
ヤ 

 

齋
藤
茂
子 

1
月
28
日 

 
 
 

マ
リ
ヤ 

 
 

森
田
三
枝 

4
月
29
日 

白
河 

ア
キ
リ
ナ 

 

秋
野
美
代
子
2
月
23
日 

福
島 

イ
ヤ
コ
フ 

 

平
塚
昭
男 

12
月
15
日 

  
 

※
永
遠
の
記
憶
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。  

 

◆
洗
礼
［
教
会
名
・
聖
名
・
氏
名
・
受
洗
日
］ 

釧
路 

ハ
リ
ト
ン 

 

北
野
誠
一 

4
月
16
日 

札
幌 

ア
ン
ナ 

 

小
笠
原
真
由
子
4
月
18
日 

函
館 

セ
ル
ギ
イ
・
エ
リ
ョ
ミ
ン 

 
 

3
月
21
日 

 
 
 

ド
ミ
ト
リ
イ
・
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
3
月
21
日 

 
 
 

ダ
ニ
イ
ル
・
イ
ワ
ノ
フ 

 
 
 

3
月
21
日 

一
関 

ソ
フ
ィ
ヤ 

 
 

藤
堂
ミ
キ
子 

3
月
3
日 

 
 
 

ウ
ェ
ラ 

 
 
 

小
野
寺
志
衣 

3
月
3
日 

仙
台 

ソ
フ
ィ
ヤ 

 
 

小
野
初
美 

 

12
月
4
日 

 
 
 

ウ
ェ
ラ 

 
 
 

小
野 

怜 
 

12
月
4
日 

 
 
 

ア
ン
ナ 

 
 
 

鈴
木
え
り
か 

4
月
9
日 

 
 
 

マ
リ
ヤ 

 
 
 

鈴
木
テ
レ
サ 

4
月
9
日 

中
新
田
ゲ
オ
ル
ギ
イ 

 

工
藤
雅
哉 

 

4
月
9
日 

 
 
 

フ
ェ
オ
ド
ラ 

 

工
藤
久
恵 

 

4
月
9
日 

上
下
堤
ニ
コ
ラ
イ 

 
 

浅
野 

樹 
 

12
月
24
日 

高
清
水
ワ
ル
ワ
ラ 

 
 

木
村
安
希 

 

4
月
23
日 

  
 

 

※
洗
礼
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

◆
婚
配
［
教
会
名
・
聖
名
・
氏
名
・
婚
配
日
］ 

白
河 

ニ
コ
ラ
イ
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ビ
ン
ガ
ム 

 
 
 

イ
リ
ナ
・
祥
子
・
ビ
ン
ガ
ム 

4
月
23
日 

  
     

 

※
婚
配
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

公 
 

示 

 

東
日
本
主
教
々
区
各
教
会 

教
役
者
及
び
信
徒
代
議
員 

各
位 

 

＋
ハ
リ
ス
ト
ス
復
活
！ 

 

二
○
一
七
（
平
成
29
）
年
度
東
日
本
主
教 

教
区
「
教
区
会
議
」
を
左
記
の
日
程
に
よ
り 

開
催
し
ま
す
。 

 

 

記 
 

 

一
、
場
所 

札
幌
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会 

 

二
、
日
時 

6
月
25
日
㈰
13
時
よ
り 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上
、
公
示
し
ま
す
。 

  

平
成
29
年
5
月
23
日 

  

日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
教
団 

 
 

東
日
本
主
教
々
区 

 
 

 
 

 

仙
台
の
大
主
教 

セ
ラ
フ
ィ
ム 


